
問【番組について】企画課広報広聴係　　☎028（677）6099
　【加入申し込み】宇都宮ケーブルテレビ☎028（638）8092

芳賀チャンネルに加入しませんか？

　芳賀町役場がお届けする、
芳賀町民が主役の芳賀町民の
ための情報テレビ番組…
　　それが芳賀チャンネル☆

1日9回、1週間同じ番組を放送しているよ。

詳しくは、最終ページを見てね！　
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⑤ 14：00～
⑧ 20：00～

③ 10：00～
⑥ 16：00～
⑨ 22：00～

① 6：00～
④ 12：00～
⑦ 18：00～

芳賀チャンネルの
毎月の視聴料は

無料です！
　芳賀チャンネルを視聴するための初期費用は、
19,800円（税込）です。ぜひこの機会に加入して、
芳賀チャンネルを楽しみませんか。
̶お問い合わせは、企画課広報広聴係
　または宇都宮ケーブルテレビまでお気軽にどうぞ̶

　柳沢三壽さん（西水沼）は、町シルバー人材センター
で10年にわたり理事長を務め、高齢者の就業に対して
多大な貢献をしてきたとして、表彰を受けました。顧客
や会員、職員にとっても満足度の高いシルバー人材セン
ターを目指し、尽力されています。

シルバー人材センター会長全国表彰に
柳沢三壽さん
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［敬称略］
結果／優　勝　ソフトテニス女子団体
　　　第3位
　　　　　柔道　男子個人90kg超級　泉　　翔太
　　　　　柔道　女子個人63kg級　　岡本　亜子

県中学校春季体育大会6/20〜27

会場／ひばりが丘公園野球場
結果／優　勝　芳賀南クラブ（県大会出場）
　　　準優勝　芳賀北クラブ
　　　第3位　芳賀東クラブ

第48回町夏季学童野球大会
（第52回県学童軟式野球大会予選）

6/20〜27

　阿久津さん（下高根沢）は、町身体障害者福祉会長や
一般財団法人栃木県身体障害者福祉会連合会評議員を
長年務め、障害のある人の福祉向上や権利擁護のため
に尽力してこられました。阿久津さんは「今後も福祉会
の発展に努めていきたい」と話しました。

日本身体障害者福祉大会表彰に
阿久津克美さん

6/28
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あなたの声を聞かせてね！
お便り待ってます！
●身近な出来事や町に関する要望・意見
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高松イクさん（下高根沢）
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小林操さん（下高根沢）からの投稿
　コロナ禍、人との接触が少なくなり、マスクの下の表情が見られなくなって寂し
いですね。「笑いはコミュニケーションから生まれる」「笑いこそが健康と平穏と喜びと
幸せをもたらす」と言われています。和顔愛語。心に笑顔を持ちたいものですね。
「笑う門には福来る」

芳賀町文化協会会長
駿河富夫さん（稲毛田）からの投稿
いくつになっても今日がいちばん
　レオナルド・ダ・ヴィンチの言葉「老年の欠乏を補うように足るものを青春時代に獲得しておけ」。
では、足るものとは何なのでしょうか。それは、良い本を読み、ゆかしき音楽を聴き、感性を高める
人との出会いを持つことです。それらを段々と蓄えることが、老いても成熟することにつながります。
　人間は年とともに元気がなくなるのが普通ですが、日野原重明医師は105歳まで人のために尽く
した人でした。常に人のために何ができるかを考えていたようです。私が最高に尊敬する人です。

高松イクさん（下高根沢）からの投稿
こんな工夫、あんな知恵
石塚理子ほか著「転ばぬ先の玉手箱」を読んで
　身の回りの危険、家事、介護など、身近に起こるさまざまな「困った」に応える、役立つ情報を知
り、そうだったのか！なるほど！と感心しています。自己判断ではなく、正しい情報を得ることが重
要です。
「ポイントをしっかり把握、安心度」

吉
住

　
広
子
（
祖
母
井
）

家
柄
も
一
代
か
ぎ
り
浮
き
沈
み

小
林

　
正
孝
（
祖
母
井
）

よ
く
遊
び
呆
け
て
な
ん
か
は
い
ら
れ
な
い

関

　
ふ
さ
子
（
宇
都
宮
市
）

ひ
ざ
と
腰
自
己
診
断
の
健
康
日

七
井

　
章
治
（
与
能
）

運
動
の
後
に
待
っ
て
る
う
ま
い
酒

※

「
お
楽
し
み
川
柳
」参
加
者

大
村

　
か
し
子
（
下
高
根
沢
）

筑
波
へ
と
一
本
道
や
青
田
風

稲
川

　
清
子
（
与
能
）

屈
み
て
は
腰
伸
ば
し
て
は
田
草
取
り

光
岡

　
れ
い
子
（
益
子
町
）

川
風
に
ゆ
る
る
虎
尾
草
日
の
暮
る
る

福
武

　
幸
子
（
下
延
生
）

青
梅
の
光
を
零
す
昨
夜
の
雨

※

「
町
民
俳
句
講
座
」参
加
者

荷
見

　
泰一（
芳
志
戸
）

狭
き
田
と
梨
畑
に
老
の
わ
が
生
活

支
え
て
く
れ
る
二
作
手
入
れ
す

山
本

　
妙
子
（
上
延
生
）

三
年
に
一
度
の
宇
宙
を
垣
間
見
る

皆
既
月
食
神
秘
な
夜
空
に

丸
山

　
芳
江
（
祖
母
井
）

い
つ
の
間
に
老
い
の
痛
み
は
足
腰
に

引
き
出
し
開
け
て
薬
数
え
る

早
稲
田

　
喜
久
枝
（
八
ツ
木
）

か
た
く
な
に
し
が
み
つ
き
た
る
草
の
根
と

力
く
ら
べ
の
老
女
の
張
合
い

23広報はが 令和3年８月号

イ
ベ
ン
ト
講
座

お
知
ら
せ

知
恵
の
環
館
だ
よ
り

相

談

子

育

て

健

康

生
涯
学
習
・
レ
シ
ピ

タ
ウ
ン
リ
ポ
ー
ト

税

文
芸
・
お
便
り

人
材
募
集


